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ストーリーの構成文化財一覧表 

 

番号 

ふりが  

文化財の名称 

※  

指定等の状
況 

※  

ストーリーの中の位置 け 

※  

文化財の
所在地
※  

【育まれてきた「石工の郷」の風土】 

 水島 

(不知火及 水島) 
国名勝 

石灰岩 採掘 際 矢穴 見

石灰岩 産出 島 景勝

地 有名 古 万葉集

詠わ い  

 

 白島 
未指定 

(天然記念物) 

良質 石灰岩 産出 島 八代城築城

際 島 石灰岩 使用

わ い 現在 石工 携わ

干拓 周囲 陸地化 い  

 

 麦島城跡
うあ

 

(八代城跡群) 
国史跡 

天正 16年(1588) キ シタン大名小西

行長 築城 城 石垣 八代 産出

石灰岩 用い い 特徴 あ

元和 5年(1619) 大地震 倒

壊 廃城 そ 後 石垣 多

八代城築城 際 転用 現在

石垣 一部 見 石工 活

躍 400年前 震災 記憶 今

伝え い  

 

 八代城跡
うあ

 

(八代城跡群) 
国史跡 

元和 8年(1622) 熊本藩加藤氏 家臣

加藤正方 築城 城 あ 麦島城

石垣 転用 石材 八代産 石灰岩

用い 築 い 特徴

加工 難 い石灰岩 見事 積 上

石垣 当時 石工 技 高 見

人 伝え  

 

 美生
う

地区 生姜
う

棚田 
未指定 

(文化的景観) 

地域住民 石工 協力 棚田 造

成 いう言い伝え 地域 残 い

日本 棚田百景 選

地形 利用 山肌 覆う美 い石積

棚田 見 現在 特

産品 生姜 栽培 地域 恵

い 生姜 様々

製品 加工 多 人々 親

い  
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【干拓によってもたらされた平野－干拓事業と石工の活躍－】 

 大鞘樋門群 県史跡 

文政 2 年(1819) 四百町新地干拓事業

際 建造 樋門 普段 城郭以外

使用 少 い巨石 用い

い 点 特徴 樋

門 建造 際 巨石 加工・運搬 石材

積 上 八代 石工 携わ

い  

 

 鑑内橋
い う

 
市指定 

(建造物) 

名石工 岩永三五郎 架橋 伝承

残 橋 あ 天草砂岩 使用

い 特徴 あ 天草 石工 交

流 伺う  

 

 岩永三五郎
いわ う

墓 
市指定 
(史跡) 

寛政5年(1793)野津(現八代郡氷川町)

生 後 芝口(現八代市鏡町) 移住

い 文政 4 年(1821)

七百町新地 造成 際 石工 総

取締役 あ 八代郡中石工共惣引廻役

任命 多 石工 率い 干拓

事業 成功 大 貢献 そ 功績

高 評価 職人 功

績 苗字 許 極

稀 あ 当時 特例 岩永 苗字

名乗 認 嘉永 4 年

(1851) 59 歳 死去 芝口 墓 存

在 い 現在 干拓事業 成功 導

い 人物 一人 地域 人々 親

い  

 

 文政
い

神社 
未指定 

(建造物) 

干拓事業 従事 人々 祀 い

明治 43年 1910 干拓事業 偉業

え 百町・四百町・七百町三

新地 接点 あ 場所 地域住民

建立  

 

 
旧郡築
う

新地甲号
う う

樋門 

附 ・潮受
う

堤防
い う

 

国重文 
(建造物) 

明治時代 行わ 郡築新地 干拓事

業 際 設 石造 10 連アーチ

樋門 高度 石材加工・建築技術 用い

建造 現存 石造樋門

国内最大規模 1046ha いう広大

干拓平野 事業 100年経
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現在 樋門 役割 果

い  

 郡築二番町
う

樋門 
国登録有形 
(建造物) 

高潮 決壊 被害 受 明治時

代 堤防 補強 昭和 13 年

(1938) 建造 石造 3 連アーチ

樋門 時期 建造 他地域 樋

門 多 コンク ート造 あ 対

石造 樋門 あ いう特徴 あ

八代 長い間石工 活躍 い

現在 伝え い  

 

【石工たちの技の結晶―めがね橋―】 

 白髪岳天然石橋
い

 
市指定 

(天然記念物) 

地元 白髪山 天神様 山 下

来 際 道 塞い い 大岩 蹴

破 出 いう

伝説 残 天然石橋 前 田

そ 蹴 出 岩 欠片 いわ

岩 今 残 い 石工

天然石橋 眺 橋 アー

チ構造 ヒント 得 言い伝え 残

い  

 

 鍛冶屋上・中・下橋 
市指定 

(建造物) 

種山 石工 祖 伝承 残 林七

1800年頃 架 伝わ い 数歩

渡 規模 小 い

橋 あ 自然石 用い 美

いアーチ 特徴的 橋 あ  

 

 鹿路橋 
市指定 

(建造物) 

橋本勘五郎 父・橋本嘉八 1848

年(嘉永元年) 架 伝わ 橋

あ 渓谷 架 橋 あ 橋長

20ｍ 超え 八代市域 存在

橋 中 比較的大 橋 あ

現在 地域住民 除草作業

管理 行わ 地域住民 守

い  

 

 笠松橋 
市指定 

(建造物) 

明治 29年(1896) 種山地域 石工 代

表的人物 あ 橋本勘五郎 架

伝わ 橋 あ 現在 地域

人々 生活 使用 い 付近 公

園整備 ミ加工 跡
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橋 造 石工 技術力 間

近 見 感  

 谷川
わ

橋 
未指定 

(建造物) 

昭和 4 年(1929) 石工 田上甚太郎

架 記録 残

橋 あ 現在確認 い 橋

中 最 新 い橋 あ 八代 長い

間石工 活躍 橋 架設

い 物語 い 石材 架

設地付近 採石 溶結凝灰岩 用い

い 建設中 写真 図面 残

い  

 

 赤松
あ

第一号
いい う

眼鏡橋 
市指定 

(建造物) 

架設 年・石工 詳 い わ

い い 橋 あ 八代 架

橋 中 珍 装飾

性 富 橋 あ 湯

呑 装飾 柱 施 あ  

 

 橋群 

市指定 
 

(建造物) 

八代市域 石工 江戸時

代 近代 架 橋

数多 残 い (現存 46基)

橋 多 壁石 自然石 乱積 質

素 アーチ部分 加工 施

石材 用い 実用性 重視

限 費用 抑え 丈

夫 橋 架 工夫  

 

 橋本家文書 
未指定 

(歴史資料) 

八代 石工 代表的存在 あ 橋本家

文書 橋 設計図 架設 際

見積書 残 い 八代 石工

技術者 側面 設計者

側面 経営者 側面 持 全国

活躍 場 広 可能 高い

能力 持 い 表 貴重 約

130点 文書群 あ  

 

【石工の活躍がもたらした豊かさ】 

 い草及
  

い草製品
い

 

未指定 
(  
文化財 森
設定地) 

干拓事業 成功 平

野 ミ 微量要素 天然肥料

多 含 土地 い草栽培 最良 環

境地域 八代 盛 栽培

い 八代 年以上前
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栽培 現在流通 い 国産 い草

約 割 干拓平野 中心 八代

大地 生産 日本 畳文化

支え い 八代 い草 使用

日用品 インテ ア 食品

様々 い草製品 生産 い  

 大鞘節／大鞘名所
い

 
市指定 

(無形民俗) 

江戸時代 行わ 干拓 従事 労働

者 歌 民謡 あ 唄・太鼓・三

味線 囃子 合わ 鍬・ブ 天秤棒

両側 籠 提 土 運 道具 持

踊 現在 八代市 八代新地大

鞘節・芝口大鞘節・硴原 名所 残

多 人々 親 い  

 

 女相撲
う

 
市指定 

(無形民俗) 

1855年 完成 二 丸新地・八代新地

築造 際 潮止 工事 難航 周辺

村々 屈強 力士 集 潮止 口 踏

固 無事完成

伝え い い 女性主

役 女相撲 わ い

い 女性以外 土俵 上

い全国的 珍 い民俗芸能 あ

 

 

 芝口棒踊
う  

 
市指定 

(無形民俗) 

干拓事業 七百町新

地 入植 人々 収穫祭 娯

楽 披露 う 踊

あ  

 

 
灯
う

籠
う

(若宮
わ

神社) 

灯
う

籠
う

(菅原
わ

神社) 

未指定 
(建造物) 

90度 う 彫刻 石灯籠

若宮神社 灯籠 嘉永 4年 1851 橋

本勘五郎 造 伝え い

近 菅原神社 石灯籠嘉永 7 年

(1854) 石工 文八 作 90

度 い 見 人 驚 与え 石

工 遊 心 技術 高 今 伝え

石工 暮 い 石工 郷

雰囲気 醸 出 い  

 

 

※ 文化財 名称 振 仮名を付け こと  

※ 指定 未指定 別 文化財 分類を記載す こと 例：国史跡 国重文 工芸品 県史跡 県
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有形 市無形 市史跡 未指定(建造物) 等 お 未指定 あっ も文化財保護の体系 基

いた分類を記載す こと  

※ 各構成文化財 ついて スト と 関連を簡潔 記載す こと 単 文化財 説明

い う 注意す こと  

※ スト タイプがシ ア 型 場合 市町村名を記載す こと 複数 都道府県 た

が 場合 都道府県名もあわせて記載す こと  
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【育まれてきた「石工の郷」の風土】 

１.水島 

 

１.水島(夕景) 

 

１.水島(雪景色) 

 

２.白島(登山道) 

 

３.麦島城跡(天守台跡) ３.麦島城跡(シルバれセンタれ内展示) 
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４.八代城跡 

(宝形櫓石垣（手前）と磨櫓石垣（奥）) 

 

４.八代城跡（廊下橋門跡東側石垣） 

５.美生地区の生姜棚田 

４.八代城跡（航空写真） 

５.美生地区の生姜棚田(収穫風景) 



様式 －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.岩永三五郎の墓(岩永三五郎の石像) 

６.大鞘樋門群(殻樋) 

９.文政神社(例祭の様子) 

７.鑑内橋 

８.岩永三五郎の墓 

９.文政神社 

１０ .旧郡築新地甲号樋門 附・潮受堤防 

【干拓によってもたらされた平野－干拓事業と石工の活躍－】 
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１２ . 白髪岳天然石橋 

１２ . 白髪岳天然石橋(秋の風景) 

１２ . 白髪岳天然石橋 

(奥が石橋び手前は神様が蹴り破った
岩の破片と伝わる岩) 

１１ .郡築二番町樋門(正面) １１ .郡築二番町樋門(斜めより撮影) 

【石工たちの技の結晶－めがね橋－】 
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１３. 鍛冶屋上橋 １３. 鍛冶屋中橋 

１４. 鹿路橋 

１４. 鹿路橋(現在も人が渡ることが出来る) 

１３. 鍛冶屋下橋 
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１５. 笠松橋(集落を繋いでいる) 

１５. 笠松橋(秋の風景) 

１６. 谷川橋 １６. 谷川橋(架橋当時の写真) 

１５. 笠松橋(橋上を郵便配達のバイクが通る) 



様式 －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７. 赤松第一号眼鏡橋 １７. 赤松第一号眼鏡橋(やかんに湯呑の装飾) 

１８. めがね橋群(新免眼鏡橋) 

１８. めがね橋群(蓼原橋) 

１８. めがね橋群(小崎眼鏡橋) 

１８. めがね橋群(大平新橋) 
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【石工の活躍がもたらした豊かさ】 

１９. 橋本家文書(東京・江戸橋の設計図び江戸橋は勘五郎が熊本に戻った後の明治 8年（1875）5月に完成び) 

２０. い草及びい草製品(畳表) ２０. い草及びい草製品(い草の田植え) 

１９. 橋本家文書(明治 7年（1874）2月 25日ひ勘五郎の「石橋架築」を称える内務省の書類とひ同時に与えられた報奨金目録) 
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２１.大鞘節／大鞘名所（左：八代新地大鞘節 中：芝口大鞘節 右：硴原おざや名所 ） 

 

２２. 女相撲(地固めの場面) ２２. 女相撲(取組の様子) 

２３. 芝口棒踊り ２３. 芝口棒踊り 
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２４. ひねり灯籠(若宮神社)  

２４. ひねり灯籠(菅原神社)  

２４. ひねり灯籠(若宮神社・拡大)  

２４. ひねり灯籠(菅原神社・拡大)  


